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趣 旨 本事業は、「202０オリンピック東京大会において活躍が期待される年代の競技者に対する特別

育成・強化プロジェクト」として文部科学省が実施する事業です。本年度を初年度として独立行政法人日本ス

ポーツ振興センター（JSC）が受託し、フェンシング競技について公益社団法人日本フェンシング協会が再受

託先となります。以下この事業を２０２０TAP 事業と称します。 

 この事業では、基本的な身体能力の優秀な選手を選抜して育成の対象とします。フェンシングについては、

エペ、サーブルの２種目を対象として専任コーチによる国内の練習の充実と海外遠征・海外合宿の経験蓄積を

核にして世界に通用する若手選手を育成するシステムつくりを目指します。 

 ２０２０TAP 事業指定選手選抜のための体力測定会を以下の要領で開催しますので多数のご応募をお待ち

いたします。 

 

 
主 催 公益社団法人 日本フェンシング協会 強化本部 TAP 実行委員会 

対 象 者 ①学 年：中学１年生〜中学３年生（平成２6 年 7 月現在） 

②対 象 種 目：男子サーブル及び女子エペを専門種目とする選手 

③第一次選抜人数：各種目６名程度 / 第２次選抜人数：各種目２〜３名程度 

④応 募 条 件：2020 年に向けて当該事業対象種目で成長する意欲のある選手。 

⑤そ の 他：フェンシング競技の経験は望ましいが、必須ではありません。 

  TAP 事業に指定された選手の練習会・合宿・海外遠征等に参加する必要経費については 

 当該事業予算で賄われます。 

応募資格 上記対象者として各都道県協会により推薦された者（※推薦選手数は各都道府県によって異なる。） 

応募方法 応募は各都道府県協会からの申込に限ります。各協会におかれましては希望者を取りまとめ、  

添付の参加申込諸-協会用に必要事項を記入の上、いずれかの方法（E-mail、FAX、郵送）にて 

下記宛先までお申し込みください。８月９日（金）必着 でお願いします。 

推薦する選手については参加申込書個人用に記入の上、直接日本フェンシング協会あてに送付す

るようにご指示ください。 

◇郵送 

〒115-0056 東京都北区西が丘 3-15-1 

国立スポーツ科学センター フェンシング場 TR 

日本フェンシング協会 TAP 事業担当者 宛 

◇F a x：03-3900-6158 

◇E-mail：2020tap.fje@gmail.com 

 

体力測定会実施内容  

（１）実施日  平成 26 年 8 月２３日（土） 

◇集合時間を下記の時間帯から第１希望、第２希望を選んでください。 

 ※但し、関東在住者は「①」の時間帯にお集まり下さい。 
 

①１０時００分〜 / 解散 1５時３０分 

②１１時００分〜 / 解散１６時３０分 

③１２時００分〜 / 解散１７時３０分 
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（２）会場  国立スポーツ科学センター 陸上競技実験場（１階） / フェンシング場（２階） 

〒115-0056 東京都北区西が丘 3-15-1 

◇集合場所 

国立スポーツ科学センター（JISS） エントランス 

＜アクセス＞ 

☆JR 埼京線・京浜東北線・宇都宮線・高崎線：『赤羽駅』下車 
☆『赤羽駅西口』より国際興業バスで約 15 分（※所要時間は混雑状況により、大幅に変動する場合があります。） 

・４番乗場「池袋」行、「日大病院」行き ≫国立西が丘競技場北門下車徒歩５分  

・５番乗場「トンネル経由 赤羽車庫」行き ≫国立西が丘競技場下車徒歩３分 

☆都営三田線 『本蓮沼駅』下車徒歩 10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   ※引用：http://www.jpnsport.go.jp/jiss/（国立スポーツ科学センターHP より） 

 

（３）スケジュール（※集合時間帯により開始時間が変わります。） 
 10:０0〜受付、説明、形態測定 

 11:00〜準備運動 

 11:15〜測定（午前の部） 

 12:30〜休憩（1 時間） 

 13:30〜測定（午後の部） 

 15:15〜クールダウン、閉会 

 

（４）参加費用について 

◇交通費：  

① 交通費は、実費弁償を原則として公益社団法人日本フェンシング協会の「謝金・旅費規程に基づいて 

支払います。以下に指定の無い事項については当該「謝金旅費規程」に拠ります。 

② 公共交通機関の普通席（エコノミークラス等）の利用で、居住地から会場までの費用（往復）を支給 

します。鉄道利用の場合、旅客運賃に加えて普通急行料金（当該列車区間が５０KM 以上の場合）、特 

別急行列車料金（同６０KM 以上の場合）、新幹線特別急行料金（同 100KM 以上の場合）、座席指 

定料（同 60KM 以上の場合）のこれら料金の支給を認めます。 

③ 上記２に関わらず会場と同一市町村内、または片道 20KM 未満の旅行に要する交通費は、実費または 

上限 1,000 円までのいずれかを支払います。 

④ IC 乗車券を利用した場合は、実額で計算し、支給交通費合計を 10 円単位に切上げて支払います。 

 

◇宿泊費： 

 原則として日帰りで実施となりますので宿泊費支給はあり

ません。交通機関等の事情でどうしても日帰りが難しい場合

は、TAP 事業担当までご相談ください。 

 

以上            

＜測定種目＞ 
☆立ち三段跳び/立ち五段跳び 

☆握力/背筋力 

☆ヘキサゴンドリル 

☆垂直跳び/立ち幅跳び 

☆２０m 走 

☆プロアジリティ 

☆Yo-Yo テスト 

☆フットワーク  （計 11 種目） 

※測定種目は変更する場合があります 

 

お問い合わせ先 
 

公益社団法人 日本フェンシング協会 

強化部 TAP 事業担当 高橋まで 

◇T E L：０３-３９００-６１５７ 

◇E-mail：2020tap.fje@gmail.com 


